
　　　保護者や学校との関係は？

　　Ａ．保護者や学校などの諸機関と連携しているよ。

日ごろから子どもとの関わりを通して保護者さんとの信頼関係を構築するように努めているん

だ。

保護者さんが、子どもの発達に関して疑問を持ったときに、気兼ねなく相談できるような関係を作

るように努力しているよ。

連絡の仕方は、事業所それぞれなんだ。

連絡ノートはもちろんのこと、ＬＩＮＥやメール、電話なんかで話をしていることが多いよ。

送迎のときに直接お話しするのも、とっても大切なことなんだ。

保護者さんの、子育てや進路についての相談なんかにも乗るよ。

ここが困っている、こういうことで悩んでいる、というのも引き受けるんだ。

どんな些細なことでも、気兼ねなく相談してもらえると嬉しいな。

でも、普段からお話ししている関係じゃないと、相談っていうのはハードルが高いよね。

そうなってしまうと、なかなか相談事を持ち掛けにくいと思うんだ。

だから、なるべく話をするようにして信頼関係を築くようにしているんだ。

学校とは、子どもに必要な支援をおこなううえで、役割分担をきちんと分けていきたいんだよ。

学校では、個別の教育支援計画、というものを作成してます。

放課後等デイサービス計画と個別の教育支援計画との関連付けができると、積極的に学校との

連携を図れるようになるよ。

学校にいきなり行って、この子のことを教えてください、といってもなかなか教えてはくれないね。

個人情報保護法っていうものもあるし、こちらがどんな人間かも解らないとしたら、判断できない

からね。

学校の先生に対しても、普段からの関係づくりが大切なんだ。

最初はなんでもない話からでもいいんだ。

ちょっとずつ距離を縮めていく、という努力が必要なんだよ。

まず、僕のことを知ってもらってからでないと、話にならないからね。

不登校の子どものことは、保護者さんはもちろんだけど、学校や教育支援センター、適応指導教

室などの関係機関・団体との連携が欠かせないんだ。

本人の気持ちに寄り添う支援が必要になってくるよ。
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この関係機関との連携や協力も同じで、普段の付き合いがモノをいうよ。

きちんと連絡を取り合うことで、ぐっと距離が縮まっていく。

八方美人になってはいけないけれど、お互いのことを考えて仲良くやっていくことが必要なんだ

よ。
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